
令和３年度 徳島県立富岡東高等学校羽ノ浦校 総括評価表 富岡東高等学校羽ノ浦校（No.1）

自 己 評 価 学校関係者評価 次年度への課題と

重点課題 重点目標 評価指標（と活動計画） 評 価 学校関係者の意見 今後の改善方策

Ⅰ自主的・主体的な 《全校レベル》 評価指標 評価指標の達成度 総合評価 ○一人一台タブレ 次年度は新学習

学習習慣を確立し， 主権者意識を高める教育を推進し ①相互授業参観週間を年２回実施し，評価に基づい ①一人一台タブレットや電子黒板の導 (評定) ットや電子黒板な 指導要領が導入さ

学力の向上・定着を 生徒自身が考え判断し実践で た授業改善を行う。 入により，相互参観する機会が増え， どＩＣＴを積極的 れるため，「主体

図る。また，主権者 きることをめざす。また，意 効果的な利用について検討できた。 に活用し，生徒・ 的・対話的で深い

意識を高める教育を 欲的に学習に取り組む習慣を しかし，授業評価の「工夫して授業 Ａ Ｂ 学生の主体的な学 学び」の実現に向

推進し，自ら考え， 確立できるような学習指導の に取り組んでいる」という項目は看 習を支援する取組 けた授業改善に真

判断し，意見を述 工夫や授業改善に取り組む。 護科92.6%，専攻科95.9%となった。 がされており，評 摯に取り組みたい。

べることができる 《下位組織レベル》 ②週課題の出題内容の充実を図り，テーマを設定し ②タブレットを使用した調べ学習を各 価できる。今年 4 特に授業評価アン

生徒の育成をめざ ①年間２回の相互参観授業の た調べ学習を各学期１回以上設定する。 教科で設定した。第二学期以降は， Ａ 月に施行される改 ケートの「発表や

す。 実施や教員研修会，授業評価 電子データでの課題提出も増加し 正民法では，成人 質問，返答が積極

を通じて，教員の授業力の向 た。 となる年齢が20歳 的にできた」とす

上を図る。 ［全教員］ ③授業評価で「家庭学習(予習復習・課題)ができた」③看護科では74.7%，専攻科では85.8% から18歳に引き下 る項目において，

②週課題は，思考力の育成や が70％以上をめざす。 の生徒が「家庭学習ができている」 Ａ (所見) げられ，高学年の 看護科と専攻科が

自主的な学習活動に繋げる。 とした。 授業評価ア 学生は成人となる ともに高い数値を

［看護科］ ④授業評価で「発表や質問，返答が積極的にできた」④看護科では78.1%，専攻科では85.4% Ａ ンケートにお ので，主権者教育 結果として得られ

③自主的学習習慣を支援する が70％以上をめざす。 の生徒が「できている」とした。 いて，「興味・ についても引き続 るように職員間の

ため，課題学習の工夫・改善 ⑤学年末成績平均が60点未満の生徒は，保護者を交 ⑤学年末成績平均が60点未満の生徒や やる気を持っ き推進していただ 情報交換及び職員

を図る。 ［専攻科］ えて次年度の学習への取り組みや，学校生活につ 成績下降が著しい生徒は，学期末に て取り組んで きたい。 研修を実施したい。

④生徒に学習の具体的目標を いて面談を行う。 限らず定期考査前後に保護者を交え いる」では看 ○「専攻科学生が また，本年度はＩ

持たせるため，各テスト(看 て面談を行った。 Ａ 護科88.7％， 重点目標を知って ＣＴを使用するこ

護科目実力テスト，課題テス 学校評価アンケートの「家庭への連 専攻科95.8％ いる割合が少な とに力点が置かれ

ト，実習前総合評価,看護科 絡・連携が図られている」という項 となり，「教 い」，「家庭学習 た傾向があったが，

目確認テスト，基礎看護技術 目では看護科82.7％，専攻科82.6％ 員の説明に集 ができていない」 次年度はより効果

実技テスト，模擬試験)を計 となった。 中した」は看 ことが読み取れ 的な活用方法につ

画的に実施し，事後の個別指 ⑥専攻科において，実習後の振り返りを行い，思考 ⑥臨地実習が校内実習に変更になった 護科90.4％， る。それに対して，いて再考したい。

導の充実を図る。 判断能力の向上が見られる。 期間があったが，模擬患者で看護過 専攻科96.6％ 「保護者は家庭学 主権者教育につ

［教務課，進路指導課，看護 程の展開を行いグループ内で振り返 Ｂ であった。 習が出来ていると いては，より一層

科，各教科担任，ＨＲ担任］ りやカンファレンスを行うことで， 教員はＩＣ 感じている」よう の創意工夫を図り，

⑤主体的学習活動を支援する 新たな気づきや学びが得られた。 Ｔを積極的に に読み取れるが， 世の中の出来事に

ため，ＧＩＧＡスクール構想 活動計画 活動計画による実施状況 授業に取り入 親と子の意識のず 関心を持って行動

の定着を図り，授業の手法を 自主的・主体的な学習の習慣化を図り，ディベー GIGAスクール構想の目標に沿って，授業 れ，主体的な れがあると感じ できる人材を育成

工夫する。 ［全教員］ トの実施やＩＣＴの活用等，授業展開を工夫し， 改善を行い，教員側の意識変革に務めた。 学習ができる た。生徒は学習が したい。また，改

⑥専門領域の教員研修に取り 思考力の育成を図る。 学校評価アンケートの「教員は家庭学習 よう授業改善 必要だと感じてい 正民法が施行され

組み，専門科目の指導の充実 の習慣づけに努力している」という項目 に取り組んだ。るのだが，保護者 るため，法的な立

を図る。 ［全教員］ では，看護科87.1％，専攻科78.3％とな 主権者教育 にも学習がもっと 場の違いについて

⑦家庭学習を充実させるた った。いずれも下降している。 においては， 必要だということ 理解した上で，事

め，予習・復習を必要とする ①「課題発見・解決に向けた主体的・協働的な学び」①ICTを積極的に活用し，学生・生徒の意見 特に「以前よ を学校からもっと 件や事故に巻き込

授業展開や指導方法を工夫す 手法を取り入れる。 を表明する場面が設定された。特にタブ り関心が高ま 発信すべきだと思 まれないような積

る。 ［全教員］ ・授業にＩＣＴを積極的に活用する。 レットでMetaMojiを利用し，個々の意見 った」とした う。定例のPTA役 極的指導を行って



・専門領域の外部講師を本年度も継続して招聘し， を集約し課題に取り組む態度を育んだ。 生徒は昨年比 員会の発言等から いきたい。

最新情報を取り入れる。 また，基礎看護，老年看護，成人看護学， で10％増加し 感じられるが，学

小児看護学，在宅看護論，精神看護学の た。「選挙に 年により意識の違

分野で外部講師を招聘し，講演・講義を 行きたい」や いがあるように思

行った。 「討論会に参 う。生徒と保護者

②定期考査や模擬試験返却時，個人面談を行い，個々 ②定期考査前後に個人面談を実施し，成績 加したい」な と学校との意識を

に応じたアドバイスや指導を行う。 不良者に対しては，振り返り学習の指導 ど前向きな意 もっと共有出来れ

を行った。 見が増えつつ ばよりよくなると

③定期考査・課題テストにおいて60点に満たない生 ③定期考査後にはその結果を受け，再考査 ある。令和４ 思う。まずは目標

徒は補充学習を行い，学力の向上を図る。 に向け補講を行った。また，課題テスト 年４月からの の共有を再確認出

については特別補習を実施した。 成年年齢の引 来ればと思う。教

④「政治や選挙への関心や政治的事象への関心が以 ④「政治や選挙に関する知識を以前より得 き下げに伴い，育目標と個人の目

前より高まった」と答えた生徒が70％以上をめざ られた」と回答した生徒は82％，「政治 主権者として 標がリンクできれ

す。 や選挙に対して以前より関心が高まった」の自覚が高ま ばよいと考える。

と回答した生徒は63％となった。 りつつある。

⑤主権者教育に関するホームルーム活動や学校行事 ⑤主権者教育に関するホームルーム活動を

等を年３回以上実施する。 ２回，模擬選挙も実施した。


